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太地町長　三　軒　一　高

　皆さま方におかれましては、希望に満ち、健やかに新年をお迎えのことと心からお慶び申し

上げます。また、平素は町政の各般にわたりまして、深いご理解とご協力を賜っておりますこ

とに厚くお礼を申し上げます。

　年頭にあたり新たな決意のもと、太地町の将来ビジョンとなる「くじらの学術研究都市＝全

町公園化」の実現に向け、誠心誠意全力を尽くしてまいる所存でございます。

　さて、本町においては、昨年 4月に国際鯨類施設が供用開始され、国内外の研究者が本町

を訪れるなど、同施設において鯨類に関する様々な研究が開始されました。また、同施設の指

定管理者となる一般財団法人日本鯨類研究所の研究者が定住するなど、新たな人の流れの創出

に繋がっております。自動運転電動カートについては、エリア拡大を実施、サービス開始から

延べ利用者が２万人を超えるなど、住民の皆さまの身近な交通手段として定着してきました。

　本年は、町制施行 100周年の記念の年であります。先人が幾多の困難を乗り越え、連綿と

受け継がれてきたこの町の「共同の精神＝くじらの恵みは全住民に」を再確認するとともに、

住民の皆さまにとって変化のある町とすべく、また、住んでよかったと実感できるよう、引き

続き全力でまちづくりに取り組んでまいる所存であります。

　この一年がすべての住民の皆さまにとりまして、幸多い年となりますことを心からお祈り申

し上げますとともに、一層のお力添えを申し上げ、新年の挨拶とさせていただきます。

新年あけまして
　　おめでとうございます
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　町民の皆さまにおかれましては、令和 7年の新春を健やかにお迎えになられたことと、お

慶び申し上げます。年頭にあたり議会を代表して謹んで新年のご挨拶を申し上げますとともに、

平素より町議会に対し、多大なるご理解とご協力を賜り、厚くお礼申し上げます。

　さて、昨年を振り返ってみますと、国際鯨類施設が完成し 4月からオープンしました。鯨

類の調査・研究や情報発信を行い、町が目指すくじらの学術研究都市の拠点となる施設であり

ます。この施設の会議室やホールは一般の方も利用でき、図書室では日本鯨類研究所が所蔵す

る鯨類に関する書籍や雑誌の閲覧が可能となっております。また、5年ぶりに姉妹都市ブルー

ムより訪問団が来町され、両町の交流が再び始まりました。10月は太地町・白馬村姉妹都市

提携40周年を記念し、白馬村を訪問させていただきました。ようやくにぎわいと活気に満ち

た日常が戻ってきたと感じており、喜ばしいことだと思っております。

　また、当町では、新たなサービスとして、自動運転車両の暖海地区路線の運行や高齢者の通

院支援サービス、中学生の修学旅行費助成などが開始されています。昨年度に引き続き、子育

て支援から高齢者支援まで、幅の広い世代への支援を行うための施策が着々と実施されている

のは喜ばしく、頼もしい限りでありますが、まだまだ様々な課題もございます。今後も議会と

行政が議論を重ね一体となって、だれもが安心して生活ができる魅力的なまちづくりに取り組

んでまいりますので、引き続き皆様のご理解とご協力を賜りますようよろしくお願い申し上げ

ます。

　結びに、新しい年が町民の皆さまにとりまして、よき一年になりますことを祈念申し上げ、

新年の挨拶とさせていただきます。

新年あけまして
　　おめでとうございます

太地町議会議長　福　田　　忠　由
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スポ GOMI 大会

春の便り

ブルームレセプションパーティー

海上保安庁による事案対処訓練

令和 6 年能登半島地震義援金募金箱設置

小学校入学式

5 基目のご当地ポスト設置

くじらの博物館　開館 55 周年記念企画展 太地小学校運動会

白馬村への訪問

中学校入学式

クジラの歯みがき

　
　
　
　

広報たいじで振り返る２０24 年広報たいじで振り返る２０24 年
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まちの
だい話TOWN

TOPICS
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　2021 年まで開催されていた、捕鯨文化の継承・
普及啓発を主眼に置いた「全国鯨フォーラム」に
ついて、2024 年より再開し、太地町にて開催さ
れました。
　一日目は「鯨の町太地の30年構想について」「太
地町の捕鯨と食文化の現状について」の基調講演
と、登壇者によるパネルディスカッションが行わ
れました。
　二日目は、フォーラム参加者による国際鯨類施
設や森浦湾くじらの海計画現地視察などが行われ
ました。

　5 年ぶりにいさな通学合宿が行われました。
　通学合宿を通して、集団生活への適応能力や、
子どもの自主性、自立心、仲間意識を育んだり、
地域の人々とのつながりを深めて社会性を育むこ
とが目的であり、今年は児童 16 人が参加しまし
た。
　夕食後には、フィンランド発祥のスポーツ「モ
ルック」が行われました。

　姉妹都市提携 40 周年を記念し、「くじらの町
行き・白馬村民号」として、白馬村民の方々が来
町されました。
　くじら博物館や梶取崎灯台の見学が行われ、姉
妹都市太地の海の恵みや、あたたかな気候を肌で
感じ、なお一層の親睦が深められました。

11 月2日(土）・３日(日）全国鯨フォーラム2024in太地

11 月 21日（木）～23 日 ( 土 ) いさな通学合宿

11 月 13日（水）｢くじらの町行き・白馬村民号」
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太地町生き生き情報コーナー
お知らせ

放送大学入学生募集
　放送大学はテレビ・インターネットで授業を行う通信制の大学です。働きながら大学を卒業したい、
学びを楽しみたいなど、様々な目的で、幅広い世代の方が学んでいます。
　ただいま 2025 年 4 月入学生を募集しています。詳しい資料を送付致しますので、お気軽にお問合
せください。

○出願期間
　2024 年 11 月 26 日～ 2025 年 2 月 28 日、2025 年 3 月 1 日～ 3 月 11 日（インターネット出願も
受け付けております）
○資料請求（無料）・お問合わせ先
　放送大学和歌山学習センター
　〒 641-0051　和歌山市西高松一丁目 7-20
　℡ 073-431-0360
　放送大学ウェブサイト　https://www.ouj.ac.jp

○募集学生の種類
- 教養学部 -
 科目履修生（6 ヶ月在学し、希望する科目を履修）
 選科履修生（1 年間在学し、希望する科目を履修）
 全科履修生（4 年以上在学し、卒業を目指す）

- 大学院 -
 修士科目生（6 ヶ月在学し、希望する科目を履修）
 修士選科生（1 年間在学し、希望する科目を履修）

〔生涯学習講座ご案内〕歴史・自然講座　No.６
「夏山の六字名号碑、五輪塔、弁財天社について」　

講師：櫻井　敬人　氏

★日　時　令和７年２月７日（金）13：30 ～ 15：00　
★会　場　太地町公民館　第一研修室　
★定　員　20 名
★参加費　無料
★夏山の文化財について解説します。

　「夏山には弁財天ノ小祠がある。磯際に岩穴がある。口の広さ２間ほど、高さ１間ばかり、内は８、９
畳ほどの広さである。五輪の墓がある。奥に口が６尺余りの穴がある。石塔に宝徳４年の銘がある。」

（『紀伊続風土記』抄訳）
★参加希望の方は、１月 14 日（火）～１月 31 日（金）までに太地町公民館（59 － 2335）へお電話ください。

お知らせ

6



太地町生き生き情報コーナー

　地域の方々にジオパークの魅力に触れていただくことを目的として、「ジオパークフェスタ」を開催
します。

■概　要：ジオパーク活動の紹介や地元産品販売・飲食ブースなど（各種体験企画あり）
■日　時：令和７年３月９日（日）　10：00 ～ 14：30
■場　所：上富田文化会館（西牟婁郡上富田町朝来 758 －１）
■参加費：無料
■申　込：不要
■問合先：南紀熊野ジオパークセンター
	 電話：０７３５－６７－７１００
	 ファックス：０７３５－６７－７１９１
	 メール：e1004021@pref.wakayama.lg.jp
	 ホームページ：https://nankikumanogeo.jp

最低賃金の名称　和歌山県最低賃金
最低賃金額　時間額 980 円
効力発生日　令和６年 10 月１日
適用範囲　和歌山県内で働く全ての労働者とその使用者
　最低賃金法違反については罰則が設けられています。
また、仮に最低賃金額より低い賃金額を労使合意で定めても、法律により無効とされ、最低賃金額と同額
の定めをしたものとみなされます。
詳細については、和歌山労働局労働基準部賃金室（TEL 073-488-1152）又は最寄りの労働基準監督署
へお問い合わせください。

お知らせ

お知らせ

第１２回南紀熊野ジオパークフェスタ

和歌山県最低賃金が改正決定されました
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住民福祉課だより
『 住民福祉課だより 』の

各種内容に関するお問合わせは、住民福祉課までお願いします。
☎ ０７３５－５９－２３３５（代）
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糖尿病教室開催のご案内
　不適切な食事習慣や運動不足など、日ごろの生活習慣と関連のある病気のことを “ 生活習慣病 ” と
呼びます。なかでも糖尿病は、有病者・予備軍を合わせると約 2,000 万人（※）になるといわれて
います。高血糖状態が続くと、腎臓の機能が低下し、血液透析が必要となる場合もあります。重い合
併症に悩まないよう、予防方法をお伝えします。（※平成 28 年度国民健康・栄養調査より）

『糖尿病について』

　糖尿病の原因や予防法・治療法などのお話しや
　講話終了後に先生を交えた座談会や簡単な体操を予定しています

【講　　師】 浦　仁志　先生
	 日本糖尿病学会糖尿病専門医
	 日本内分泌学会内分泌代謝専門医
【日　　時】令和７年　１月 29 日（水）
	 １３：３０～１５：００

【場　　所】公民館　第１研修室

【申込締切】令和 7 年 1 月 22 日（水）

＊ その他　参加無料。どなたでもご参加いただけます。
	 会場準備のため、事前にお申し込みください。
	 血圧測定、尿検査等を行います。尿検査をご希望する方は当日ご持参ください。

 問合わせ /申込み 　　保健係（電話 59-2335 / FAX 59-2801） まで
お名前とご連絡先をお伝えください



住民福祉課だより
後期高齢者医療制度に加入されているみなさまへ
２月中旬に医療費通知を送付します。
　被保険者の方が医療を受けた状況を確認できるよう、受診された医療機関等を一覧にした医療費通知
を送付しています。
　これまで５月と１月の年２回発送していましたが、令和７年２月より年１回発送に変更となります。

【問い合わせ先】和歌山県後期高齢者医療広域連合　（℡ 073-428-6688）
従来 令和７年２月発送分から

発送時期 掲載する診療月
５月下旬 前年 10 月～ 12 月
１月下旬 前年１月～９月

発送時期 掲載する診療月
２月中旬 前年１月〜 12 月

緊急通報装置のご案内

○緊急通報装置貸与事業

　町内にお住いの、おおむね 65 歳以上のひとり暮らしの高齢者等を対象として、急病や緊急時に
迅速に対応する緊通報装置の貸し出し事業です。

○緊急通報装置の内容

・【緊急通報対応】
　体調不良等に緊急ボタンを押すと、町の委託先の警備会社に連絡が入ります。

・【緊急時かけつけ】
　緊急であれば、警備会社の職員が、自宅を訪問し、安否確認や救護・救急活動の支援を行います。

・【異常等の察知】
　火災や生活リズムの異常を感知すると、警備員がかけつけます。

・【24時間健康相談】
　�健康について気になる事があれば、相談ボタンを押すだけで、看護師資格を持つスタッフによる 24

時間の健康相談が出来ます。

○利用料金（月額）
　・月額７００円（所得に応じ減免措置があります。）

○固定電話回線設置が条件となります。

お問い合わせ先　　太地町役場　住民福祉課
TEL　0735-59-2335
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新年の挨拶

明けましておめでとうございます。
　皆様方には、健やかに新年をお迎えになられましたことを心よりお祝い申し上げます。

　また、旧年中は社会福祉協議会にたいしましてご支援ご協力を賜り厚くお礼申し上げます。

　はじめに、昨年 1 月 1 日に発生しました「能登半島地震」また、9 月には大雨による「奥能登豪雨災害」

により、お亡くなりになられた方々に謹んで哀悼の意を表しますとともに、被災された皆様に心から

お見舞い申し上げます。

　当地域におきましても、8 月に九州地方で起こりました南海トラフに関連した地震も発生しており

ます。このような状況から災害への備えとして、皆様方が共に、寄り添い・支え合い・助け合いがで

きる町づくり、今まで以上に強化していかなければならないと考え、多くの皆様にご参加いただき昨

年 11 月に「災害ボランティアセンター」の立ち上げ訓練を行ったところでございます。

　さて、町から委託を受けて実施しています、通院支援事業や買い物支援事業、介護予防事業等にお

きましては、月を追うごとに利用者様が増え、大変喜んでいただいています。

　利用制限等はありますが、利用に際し迷われている方におかれましては、お気軽に社会福祉協議会

や地域包括支援センターにお問い合わせくださいますようお願い申し上げます。

　また、昨年 10 月に多目的センターのトレーニング機器も新しくなり、今まで以上に多くの方に利

用していただき、健康・体力維持向上に取り組んでいただいています。

　これからますます複雑多様化する地域社会に対応し、住み慣れた地域で末永く生活を送っていただ

けますよう、社会福祉の推進に取り組んで参る所存でございます。

　昨年は、本会の役員をはじめ関係機関並びに町民の皆様方のご支援ご協力を賜りましたことを感謝

申し上げますとともに、本年も引き続きよろしくお願い申し上げます。

　結びに、町民の皆様方にとりまして、実り多き素晴らしい 1 年となりますよう心から祈念申し上げ、

新年のご挨拶とさせていただきます。

太地町社会福祉協議会

会長　岡本　研
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災害時対応訓練について
　令和 6 年 11 月 24 日に太地町・社会福祉法人太地町社会福祉協議会が主催の災害時対応訓練を実
施しました。
　本訓練では、災害時に大きな被害を受けた際に設置する「災害ボランティアセンター」の設置・運
営の訓練及び避難所の運営について体験を通して、それぞれの機能や役割について学びながら、災害
が起こった際に地域で互いに助け合える関係を作ってもらうことや、その関係を作っていくことの大
切さを学んでもらい、一人ひとりが平時からの必要な備えや取り組みについて学び・実践し、災害を
みんなで乗り越えられる強い地域力をつけることを目的に実施しました。
　午前に実施した第 1 部については、「災害ボランティアセンター」の設置・運営訓練を実施しました。
ボランティアさんを地域へ派遣し、災害時の備えや避難の仕方についてのアンケートをしてもらいま
した。参加していただいた地域住民の方に、ボランティアセンターの仕組みや取り組みについて学ん
でいただくと同時に、調査で訪問したお家の方と顔見知りに地域とのつながりづくりとして活動して
いただきました。
　また、センターの運営と同時進行で災害時に役立つワークショップとして、「ロープワーク」・「心
配蘇生法」・「搬出法」を消防団の団員さんに教えていただきました。

ボランティア受付の様子 オリエンテーション

資機材の受取
車両の手配

マッチングの様子

南出様　講義の様子
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　第 2 部では太地町役場が主体となり「きいちゃんの災害避難ゲーム」を活用して、避難所運営を
体験し、妊婦や発熱をしている方をどこに避難させるか、ゴミを捨てる場所を決める等、従事する内
容や状況に応じて判断力を養うシミュレーションを行いました。前半では避難所運営のイメージを掴
み、後半では太地小学校が避難所になった時、学校の教室や体育館をどのように使用して避難所を運
営するかをグループに分かれて話し合いシミュレーションをしました。

　今回、災害時対応訓練を実施して、多くの地域の方々が活動ボランティアとして参加していただく
ことができました。参加者さんからは地域ぐるみで行動すること、日頃から顔の見える関係づくりの
大切さを学ぶことができた等の感想をいただけました。太地町社会福祉協議会としましても、今回の
訓練を振り返り、来年も継続して訓練を実施する中で、少しずつ災害に対する地域の方々の意識を高
めていくことで、住民同士が力を合わせて、日頃から互いに助け合いのできる関係づくりにつながる
ように努めていきたいと思います。

ロープワーク体験講座

日本赤十字奉仕団
炊き出し訓練

心肺蘇生法訓練

避難所の運営について話し合い様子
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名　称 日　程 時　間 会場・備考 内容・対象など

あおぞら体操

（毎週水曜日）
8 日・１5 日
22 日・29 日

9:30~ 暖海ゲートボール場

ラジオ体操やご当地健康体操を屋
外で実施します
どなたでも参加できます

10:00~ 森浦地蔵院前
10:30~ 平見消防屯所前

（毎週木曜日）
9 日・１6 日
23 日・30 日

9:30~ 多目的センター駐車場
10:00~ 東の浜ふれあい広場
10:30~ 平見公園

男のトレーニング塾
（毎週水曜日）

8 日・15 日
22 日・29 日

9:30　　
~10:30 多目的センター

町内にお住いの 60 歳以上の男性で
かつ介護認定を受けていない方医
師に運動の制限を受けていない方

まめなかに倶楽部
( 毎週金曜日）
10 日・17 日
24 日・31 日

9:30　　
~10:30 多目的センター 町内にお住いの 65 歳以上の方

医師に運動の制限を受けていない方

なかよし体操

東新（月曜日）
６日・20 日

13:30　
~14:30

東新集会所
椅子に座って行う体操教室です
毎月 1 回は録画したビデオを見な
がら体操を実施する日があります
どなたでも参加できます

森浦（月曜日）
20 日・27 日 森浦集会所

寄水（月曜日）
20 日・27 日 寄水集会所

ふれあいサロン
いっぷく亭

寄水（水曜日）
8 日

13:30　
~15:30

寄水集会所

茶話会を中心に、不定期で生活や
健康に関するお話会を実施します
廃油の回収を行っています
どなたでも参加できます

森浦（水曜日）
15 日 森浦集会所

平見（水曜日）
22 日 平見集会所

東新（水曜日）
29 日 東新集会所

社協の
エクササイズ教室

（若がえる筋トレ）
22 日（水曜日） 19:00　

~20:00 多目的センター
町内にお住いの介護認定を受けて
いない方
医師に運動の制限を受けていない方

買い物
　支援サービス 15 日（水曜日）

バス時刻表は
過去発行の広報誌で
確認をお願いします。

受付開始：6 日～
締 切 り：10 日

町内にお住いの 65 歳以上のひと
り暮らし又は高齢者のみ世帯の方

（要申込み）
※その他非該当となる要件があります

○１月の事業予定表

太地町社会福祉協議会／地域包括支援センター

TEL　0735–59–3380/FAX　0735–59–4332/ 本会 HP 

1 月 14 日（火） 1 月 28 日（火）

1 月の活動日について、下記の通りお知らせいたします。

太地町社協　TEL　0735 － 59 － 3380   
代表：宇下　円　TEL　080 － 3869 － 1748

手話サークル「いるか」1月　活動日のお知らせ
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住民基本台帳
（令和６年 11 月末日現在）

総人口 2,831 人
　　男  1,269 人
　　女  1,562 人

世帯数   1,555 世帯
（前月比：総人口  ５人増

             世帯数  ２世帯増）

　神城断層地震から10年シンポジウムを開催しました
11月22日金曜日にウイング21ホールにて「神城断層
地震から10年シンポジウム」を開催しました。震災か
ら10年を迎えた今、災害の記憶を伝える、つなげる
をテーマに過去の教訓を振り返り、学び伝え続けて
いく場として白馬村、小谷村、信州大学合同で開催
しました。
　国士舘大学名誉教授の山﨑登氏による基調講演
「防災教育が目指すもの」から始まり、地域防災教
育に取り組んだ小谷小学校と白馬中学校の児童・生
徒たちの発表など、震災の記憶を風化させないため
の取組について、多くの住民の皆様に再認識してい
ただく機会となりました。

「神城断層地震から 10年シンポジウム」

《保健衛生関係 1月行事予定》
健康相談

月　　日 事　業　名 時　　間 場　　所

１月８日（水） 成人健康相談（血圧測定）

10：30 ～ 11：00 公 民 館
13：00 ～ 13：30 平見集会所
13：45 ～ 14：15 老人憩の家
14：30 ～ 15：00 寄水集会所

１月 27 日（月）成人健康相談（血圧測定） 14：30 ～ 15：00 森浦集会所
１月 22 日（水） 乳幼児健康相談 10：00 ～ 11：30 ふれあいルーム

※成人健康相談（血圧測定）で、検尿を希望の方は、自宅で採尿をしてお持ちください。

健康教育
月　　日 事　業　名 時　　間 場　　所

なかよし体操 なかよし体操及びあおぞら体操の日程は、
本誌 13 ページの社協だより“事業予定表”欄へ掲載しています。あおぞら体操

健診
月　　日 事　業　名 時　　間 場　　所

１月９日（木） 1 歳 6 か月児健診 12：50 ～ 13：10（受付） 多目的センター3 歳 6 か月児健診 12：30 ～ 12：50（受付）

1 月 23 日（木） 4 か月児健診  9：30 ～ 9：40（受付） 那智勝浦町福祉健康センター10 か月児健診  9：30 ～ 9：40（受付）

白馬から
のお便り

姉妹
都市「白馬村」コーナ

ー

飼い犬 ・ 飼い猫のフンの後始末は、
飼い主が責任を持って行いましょう。

また、 飼い猫以外には餌を与えないでください。

役場　住民福祉課
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